
氏名 坂井　秀弥

学部担当科目

・考古学概論
・考古学研究法
・考古学特殊講義
・考古学演習
・世界遺産文化財学演習

大学院修士課程
担当科目
(博士前期課程含)

・考古学演習
・考古学特殊講義
・
・

授業科目

平　成　25 年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会　考古学研究会　日本遺跡学会　木簡学会　条里制・古代都市研究会　新
潟史学会　たたら研究会　　物質文化研究会　文化財科学会ほか

・古代の集落・官衙
・文化財保護の歴史、保存・活用の実践的研究

・文化財・考古学の理解のためには、現地・現物に直接触れ、遺跡・文化財が行政的にど
のように扱われているのか、考古学などの研究がどのように行われているのかを実際に見
聞することが重要である。そのため、各科目においては、学外授業を行っている。25年度
は、平城宮跡、興福寺、飛鳥京、大阪府古市古墳群　などを見学・巡検した。
・社会的活動として参加している各地の委員会における動向について、すみやかに授業に
反映させて、現代の社会における文化財をめぐる諸問題について理解を深めることを行っ
ている。

関西学院大学大学院文学研究科博士前期課程修了

学術博士（新潟大学）

日本考古学　文化財学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費基盤Ｂ「中世の技術と職人に関する総合的研究」（代表：国立歴史民俗博物
館村木二郎准教授）の研究分担者
・国立歴史民俗博物館共同研究「古代地域社会の実像」（代表：国立歴史民俗博物館林部
仁准教授）の連携研究者
・日本における遺跡保護の制度と体制に関する特質とその国際比較についての研究を進め
る。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

大学院博士後期課程
担当科目

・考古学特殊研究
・
・
・

通信教育部担当科目

・考古学概論
・
・
・



文化審議会文化財分科会専門委員　文化庁水中遺跡調査保存検討委員　日本学術会議連携
会員　日本遺跡学会運営委員　文化財科学会幹事　日本考古学協会論文査読委員　人間文
化研究機構国立歴史民俗博物館運営会議委員　平泉の文化遺産世界遺産拡張登録検討委員
骨寺荘園遺跡指導委員　胡桃舘遺跡調査検討委員　後三年合戦等関連遺跡整備指導委員会
慈恩寺調査検討委員　小峰城跡保存管理計画策定委員　上野国新田郡庁跡調査・整備専門
委員　佐渡金銀山世界文化遺産学術委員　岐阜城跡整備委員　三重県文化財保護審議会委
員　国営木曽三川公園基本計画検討委員会専門部会委員　滋賀県文化財保護審議会委員
紫香楽宮跡整備検討委員　佐和山城跡総合調査検討委員　史跡敏満寺石仏墓跡保存管理計
画策定委員　浄瑠璃寺庭園保存修理委員　馬場南遺跡発掘調査委員　大阪市環境影響評価
専門委員　大阪府環境影響評価専門委員　豊中市文化財保護審議会委員、公益財団法人大
阪府文化財センター理事、　高槻市史跡整備検討委員　多銀銅山遺跡調査委員　竹田城跡
跡保存管理計画検討委員　尼崎市文化財保護審議委員　史跡三木城跡保存管理計画策定委
員　桜井市纏向遺跡調査委員　斑鳩町文化財センター運営委員　天理市大和柳本古墳群調
査委員明日香村文化財総合管理計画作成検討委員　島根県古代文化センター企画運営委員
史跡田儀櫻井家たたら製鉄遺跡整備検討委員　史跡益田氏城館遺跡群整備検討委員　備後
国府跡調査研究指導委員　周防国衙跡保存管理計画策定委員　讃岐国府調査保存活用検討
委員　名護屋城跡保存整備委員　鷹島神崎遺跡保存管理計画策定委員　臼杵市キリシタン
関係遺跡調査指導委員　大島畠田遺跡整備検討委員　徳之島カムイヤキ陶器窯跡保存管理
計画策定委員　など

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

奈良大学博物館長、国際交流委員　



共著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

④

②日本における遺跡調査の仕
組み―地方行政とグローバル
化―

①遺跡調査と保護の60年

③戦後日本における埋蔵文化
財保護行政

④「日本都市史のなかの平
泉」

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤あらたな文化財保護と地域
づくりの展望

纏向遺跡と邪馬台国・ヤマト政権の
成立についての討論の司会を分担

③ベトナム・カンボジアの文
化財保護

日本における戦後の埋蔵文化財保護
行政についての変遷を確認し、地方
行政が調査の主体を占めること、都
道府県と市町村ではその体制のあり
方が異なっていることを述べる。

（学会発表）

2013年10月26日

①「遺跡調査と保護の60年」

②ギリシア・イタリアの文化
財保護見聞

②

③

④

日本の文化財保護の歴史を概観し、
地域づくりへの展望を概観した。

都市史の観点から平泉の特質を整理
した。

日本における埋蔵文化財保護行政60
年の変遷を確認し、その特質を国際
的な視点から述べる。

日本の遺跡調査の仕組みを概観し、
その特徴と近年の動向をグローバル
化の視点で述べた。

ベトナムとカンボジア･アンコール
における、戦争と国際協力のもとで
観光振興と密接に関連した両国の文
化財保護について概観した。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『邪馬台国からヤマト政権
へ』奈良大ブックレット４

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2013年9月

2013年3月

2014年3月

日本における埋蔵文化財保護行政60
年の変遷を確認し、その特質を国際
的な視点から述べる。

ギリシア・イタリアの文化財保護の
体制や特質について、日本との比較
で論じた。

ナカニシヤ出版2014年2月

『考古学研究』２３
８号

『文化財学報』３１
集

『24年度海外研修報
告書』

2013年12月16日

考古学研究会大59回
総会における研究発
表及び討論

英国セットフォード
博物館における日英
ワークショップにお
ける研究発表

日仏会館の講演会 戦
後の日本とフランス
における埋蔵文化財
保護行政

「平泉の文化遺産」
拡張登録に係る研究
集会（岩手県教育委
員会）の司会

滋賀県立大学特別講
義

2013年9月3日

2013/11/23･24

2013年4月20日


